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　９月になって，収入・支出の見込

みがはっきりするにつれ，収入の見

込みはますますきびしいものとなり

自治体財政の危機は正念場をむかえ

た。このため，全国どこの自治体で

もそれぞれやりくりに大童わだが，

これまで聖域と目されていた人件

費，公共料金にまで手をつける自治

体もふえつつある。以下は，『朝日

新聞』地方版を資料としてまとめた

9～11月の自治体の財政をめぐる動

きである。なお，カッコ内の日付は

新聞の掲載日。

理問題についても，「まったくする

気はない。現状でいきたい」とのべ

た。（２日）

　大阪府の八尾市は赤字再建団体転

落の瀬戸際に立たされるという窮状

におちこんだ。このため, 4月の選

挙戦を勝ちぬいた革新の山脇市長

は，「非常事態突破のため，すべて

の職員，市民の協力をもとめたい」

として，①今年度のベースアップは

見送り，②特別職の調整手当全額カ

ット，管理職手当2～5割削減，③

超勤停止，特勤再検討など，市職員

の実質減収によって５千万円を浮す

こととした。一方，事業費について

は，国や府の補助金が予定よりすく

ないときは，事業を補助金レベルま

で縮少する。単独事業は２割減額ま

たはくりのべることとするなどのき

びしい内容で危機を乗りきる方針

　（3日）。

　現在，管理職手当を据置いている

都道府県には東京，神奈川，茨城，

栃木などの県があるが，奈良県で

は，奥田知事がさきに「人事院勧告

の管理職手当10％カットはいいこと

だ」と発言していたため，管理職手

当の成り行きが注目されていたが，

１日「少数精鋭主義でやってきたた

め，給与面のダウンは士気に影響す

る」ので，「管理職手当のカットを

する考えはない」との見解を明らか

にした。また，最近，京都府などの

自治体が計画している職員の人員整
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●市勢要覧も止める

　大阪府貝塚市では赤字６千万円の

節約作戦を開始した。まず消耗品中

心に2,800万円の事業費をカットし

たが，そのなかには，毎年出してい

る市勢要覧も中止して100万円を浮

かすほか，消防庁舎にガソリンスタ

ンドをおいて, 1リットルにつき22

円の節約をはかるなどの案もある。

節約の最低ミニ作戦は維持補修費の

写真焼付代1,000円（３日）。

●工場助成金もくりのべ

　広島県呉市では, 49年度の決算は

１億５千万円の黒字だったが, 50年

度は赤字が必至となったため，やく

４千万円の経費節減をはかることと

した。節約の目玉は，誘致工場への

助成金約２千万円の１年間くりの

べ。助成金条例は47年に廃止された

が，条例の効力は52年度までで，9

社が適用をうけている。「今回の節

約でも赤字解消にはほど遠く，新税

の新設など財源拡充も検討する」と

は当局の言（4日）。

●人件費抑制の改革案

　東京都の府中市では，今年の２月

から「行政能率化プロジェクトチー

ム」をつくり，経費節減の具体案を

検討してきたが，6日，人事につい

ての第１次答申がまとまった。答申

は，「親方日の丸で，倒産すること

のない環境のなかで，不親切,非能

率―の一般的な公務員像を変革す

るために」と題して，①特殊勤務手

当, ②定数管理，③新しい管理職の

あり方をとりあげている。①の特勤

のうち，税務･会計・技術の特殊手当

は本俸の100分の８だが，職場がか

おるごとに月平均１万円も上下する

のは，職員間でも不合理だとの声が

あがっていたので廃止したい。清掃

などの特殊手当は51年まで存続する

という。②の定数削減では５年間で

10％をへらしたいとしている（7日）
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●事務・事業を洗い直す

　京都市では赤字再建団体に転落す

る赤字限度額160億円に達する可能

性もあることから，本格的な事務・

事業の整理検討をはじめた。理財局

の幹部私案では，①課長・係長級が

1,500人にふくれあがっている機構

をどうちぢめるか, ②70才をこえる

高令者をどう扱うか，③新事業に必

要な労働力をどうまかなうかの経営

的側面と，①保育所などの福祉事業

をどう維持し，受益者負担をどうす

るか，②補助金をどう整理するのか

など事業的な側面の両面を検討する

ことになっている（10日）。

●4日間の給料遅配

　海南市（和歌山県）では，12日に

予定していた９月分給料の支給を16

日までおくらせることにした。財政

課長の言によれば，「病院会計がと

くに苦しく，一般会計も余裕がない

のでやりくりができない。簡易保険

資金を借りるつもりだったが，手続

き的にうまくいかず，支給を遅らす

ことにした」もの。結局，16日市中

銀行から借入れ，急場をしのぐこと

になったが，市制施行以来はじめて

の遅配とのこと（12日）。

●きびしいモニター報告

　宇治市（京都府）では，12日市政

モニター200人による報告書をまと

めたが，市職員のイメージでは「親

切，きわめてよい」が57％を占めた

半面，「市職員の給料が民間にくら

べて高い」59％,「定年制の必要が

ある」75％,「市の週休２日制反対」

39％などきびしい内容となっている

（13日）。

●8割が退職申し出

　福井市の退職勧奨による申し出者

は，例年より２割上回り，該当者の

８割, 122名に達した。内訳は事務

職29人，現業職93人，これによって

浮く経費は年１億５万千円。事務職

の補充は極力おさえるそうだ。市総

務部では，「こんごも話しあいをつ

づける。のこる人があっては不公平

になる」と強腰なのにたいし，組合

では，「横浜市などでも高令者は昇

給ストップしている。福井市の場合，

高令者退職には１号俸アップなどの

措置を組合要求で採用しており，他

都市の状況をみれば退職推進もやむ

をえない。市職組として抵抗できな

い」といっている（14日）。

●定昇は56才まで

　名古屋市では，老人福祉週間のさ

なかの16日，定期昇給，退職金加算

を56才で打ち切る高令者対策を発表

した。対象者は1,030人だが，該当

者は戦後の特殊事情で，中途採用の

現業職員が多いため問題となってい

る。また，組合では一律の定年制導

入として反対しており，自治労県本

部でも，「スト権を奪われた公務員

にすぐ適用するのは問題。しかも，

民間の場合も適用は一般事務職が中

心。市職員も，事務系に該当者は少

ない」と反発している（17日）。

●赤字は退職金？文化会館？

　大分県の竹田市では，財政再建準

用団体指定の申請をきめたが，これ

につき16日，財政危機突破市民大会

が農協会館でひらかれた。主催者の

自治会連合会長が，「市民の知らぬ

間に財政再建問題が突然おこり，市

議会で警官を導入し，あっという間

に財政再建準用団体の指定をうける

ことを含めてしまった。市民無視も

はなはだしく，市民としてまったく

納得がゆかない」と追及。答壇した

佐久間市長は，「22人の職員の退職

金２億円か赤字の直接原因だ」との

べたが，大塚市職組委員長は「財政

難の折，５億５千万の文化会館をた

てるなどの放漫財政が原因だ」と反

論した（17日）。

●あいまいな勧告

　大分県人事委員会では，さる10日

給与改定の勧告を行なったが，中味

は「人事院勧告の趣旨を尊重して改

定すること」とあるだけで，給与改

定表がついていないため，この勧告

の解釈をめぐって，県と県職労が真

っ向から対立する事態となった。県

側では，報告のなかで，県内主要企

業60社の給与より県職員は7.51％低

い，国家公務員より9.6%高いとい

っているので，「極端にいえば人勧

の10.85％から格差分9.6％を引いた

1.25％のベア率でも勧告の趣旨には

反しない」といいだす始末。怒った

組合員は13日，「なぜ，あいまいな

勧告をしたのか」と人事委員会事務

局長に抗議した（17日）。

　県では23日，給与改定の第１次回

答を示したが，その骨子は，①県職

員の給与改定表は人事院勧告にそっ

て平均10.85％ひき上げるが，給与

は１号給下の額とする, ②定期昇給

は今後１年間延期する, ③行政職員

の昇給短縮は今後一切廃止する，の

３点。つまり１号給ダウンで3％,
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定昇延期でさらに3％の減で，アッ

プは5％にとどまる案のため，組合

側では，「民間格差をも下回るこん

な回答が先例となれば，全国の地方

公務員の生活権がおびやかされる」

と猛反対だが，一方，これまで県の

回答待ちと組合側との交渉をおくら

せてきた県内の大部分の市町村で

は，「期待通りのきびしい回答をし

てくれた」と歓迎している（26日）。

●初めての減額補正

　埼玉県の越生町では,18日開会の

定例議会に，一般会計から2,200万

円をへらす減額補正案を提案する。

同町としては，明治22年の町制施行

以来はじめてのことだが，それでも

まだ１億３千万円の赤字が見込ま

れ，町有地や町有林の売却も検討す

ることにした（18「日」。

●やめて良かった

　群馬県の太田市では,４月の選挙

で市長が交替したが，半年後の新旧

市長の感想は次のとおり。戸沢現市

長「正直いって，地方財政がこんな

に苦しいとは思いませんでした」。

川島前市長「私の組んだ予算なんだ

が，今から考えてみると，いい時期

によしたと思うねえ」。太田市では

法人税１億円の減，地方交付税１億

９千万円の減など約４億円の不足と

なっている（19日）。

　埼玉県下の各市町村ではつぎの節

約作戦を展開中。まず行田市では，

　「トイレ使用後の水洗は１回にとど

めるように」と職員に呼びかけてい

る。「きれい好きというか,２,３
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回も水を流すものがいる。水だって

タダじゃないんですからねえ」とは

市当局の言。浄化槽でなくて良かっ

た？。川口市では短かくなった鉛

筆，インクのなくなったボールペン

を持っていかないと新品はもらえな

い。川越市では鉛筆，ボールペンは

１人各３本，消しゴムは１個と所有

制限をきめた。鴻巣市ではエレベー

ターに「職員の使用厳禁」の張紙。

エレベーター1往復の経費が十数円

かかるからだそうだ（23日）。

●全国に先がけて，７月の市議会で

赤字再建団体入りをきめた福岡県の

豊前市では，人件費節減のため，定

期昇給・ベースアップ取り止めだけ

でなく，諸手当までも削減するとい

うきびしい財政再建計画案をうちだ

した。「豊前市は，会社でいうなら

ば経営不振により役員総辞職という

事態だ。カジ取り失敗の責任をどの

ように考えるか」との記者の質問

に，水野市長は，「赤字問題を解消

することが，責任を果すことになる

と思う。私かやめても後始末はのこ

るし，だれもそれを喜んでやらない

だろう」と心境を明らかにした（20

日）。

●この財政再建計画案が実施される

と，来年度,50才の課長補佐は現行

の月額236,690円（人勧10.85％,定

昇こみだと268,786円）が224,032

円に,39才の現業職員は139,295円

（158,728円）が137,000円に，24才

の職員は87,990円（101,686円）が

84,600円にいずれもダウンすること

になる（10月８日）。

●10月３日，水野市長は甘木市での

県市長会に出席した際，会場近くで

待っていた自治労県本部の組合員ら

と押し問答申に倒れ，まもなく病院

で死亡した。死因は心臓破裂。県警

本部の県議会での経過説明によれ

ば，Γ市長がエレベーターであがっ

たとき，ロビーには約20人の自治労

組合員かおり，５，６人が自治労と

の話し合いに応ずるよう申し入れ

た。市長はエレベーターの方に行く

途中で，５，６人に取り囲まれ，1

人が話し合いの場を設けてほしい，

といったあと，そのままうしろに倒

れた」もの（10月７日）。

●もみにもんだ豊前市の財政再建計

画は，市民が寝静まっていた15日午

前３時，市議会本会議で抜き打ち的

に可決された。未明にした理由は，

　「人件費案を原案よりさらにきびし

く修正したことで，組合の反発など

正常な議会運営ができなくなる恐れ

がある」と考えたため。市職労では

当日の朝，近隣市町村の応援をえて

抗議集会を開くことにしていたが，

肩すかしをくって中止した。これま

でも電気を消してロウソクのもとで

やった例や，前夜から議場に泊りこ

んだ例もあり，市職労では「毎度の

ことながらフェアでない」といって

いる（10月16日）。

●議員も定数２名減

　山形県白鷹町議会では,26日，議

員提案により定数24名を22名にへら

すことをきめた。提案者は，「今後

町民の定数減の盛り上がりが考えら

れ，財政難からも定数減は必要だ」

といっているが，革新系の議員４名

は「財政と定数減は異質の問題。町

民直結の町政ができなくなる」と反
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対した。２名の減で浮く金は約240

万円になる（28日）。
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●管理職手当をやめる

　郡上郡八幡町（岐阜県）では，9

月30日の課長会議で，町３役の本体

3％返上，課長18人の管理職手当全

額返上を決めた。同町の一般会計は

約21億円に上るが，これは町民２万

人の適正額lO億円をはるかに上回る

ため，緊急措置として，自ら襟を正

すことを申し合せたもの（１日）。

●やりくり算段山形県

　『朝日新聞』山形版では，9月30

日から8回にわたり，「あえぐ自冶

体財政―44市町村の現状と対策」の

特集を行なった。以下はその抜書。

●越えられぬ箱根山（天童市）

地方交付税で1億円の見込み違いが

でたため，物件費の１割節約をはか

る。このため県外出張も，北は青

森，南は東京までとしたため，「津

軽海峡，箱根山は越すに越されぬ天

下の嶮」。

●合言葉は１万円（尾花沢市）

1,600万円の赤字対策として，600項

目からある予算を１万円づつ削減し

て600万円を浮かすほか，超勤手当

２千万円を１千万円に半減，代休制

をとることで収支のトントンをめざ

している。

●コピーの管守も公印なみ（三川町）

健全財政を目標として，当初査定額

の25％減の予算としたが，さらに10

％の物件費節約を指示。金のかかる

電子コピーは総務課長のまえにす

え,用紙まで課長管理としたためか，
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「やはり使いづらいらしく，使用も

かなりへった。これくらいはしない

と」と公印なみの管守ぶり。

●早くなりたや三役に（羽黒町）

旅費，時間外，管理費などについて

徹底的に節約をはかる一方，物件費

も当初から５割減，さらに県外出張

も町長，助役，収入役の３役だけと

した。

●県庁へ郵便配達（西川町）

西川町では県庁へ出向くに職員に，

県庁あての郵便物を一括して持た

せ，切手代を浮かそうという涙ぐま

しい努力をしている。おかけで出張

職員は16階建ての県庁内をあがった

り，下りたりして郵便配達に精励

中。また，町の単独事業は，見通し

がつくまで当分凍結することとし

た。

●来年度がこわい（山形市）

市税の落ち込は９億円を上回るが，

かくあるを見込んで昨年からの繰り

越し財源５億６万円を確保してある

ほか，市営住宅193戸を売却して３

億円，地方交付税の見込み増４億円

などの収入があり，余裕しゃくしゃ

くだが，助役は「今年度より来年度

の方がこわい。起債の枠の拡大，地

方交付税算定基準の引き上げがない

とどうしよりもない」と慎重市であ

る。

●節約も水の泡か（酒田市）

予算の２割削減，補助金・委託金も

同様削減，市単独事業は原則として

２割の保留とくりのべなど節約に大

童わだが，下水路や道路の整備計画

を出来るだけくりのべ12月着工にし

たところ，物価の高騰に追いまくら

れて，同じ予算では半分の工事しか

できないという困った面も出てきた

（3～10日）。

　茨城県常北町では，合併以来20年

ぶりに町の財政状況を公表すること

になった。これまで出来なかったの

は，財政担当職員不足のためとのこ

とだが，「こんど財政担当者を独立

させ，専門にあたらせることにし

た」ので発表が可能になったもの。

茨城県の地方課では「公表は住民サ

ービスのひとつでもあるし，20年問

もほおっておいたとは信じられませ

ん」と話していた（7日）。

　三田市（兵庫県）の市職員組合

（530人）では，６日のベア回答が

5.33%と人勧10.85％の半分だった

ため，「誠意がまったく感じられな

いし，弱い者いじめだ」として，抗

議のため，７～８日の２日間，市役

所玄関ロビーから３階へ通じる階段

に，午前，午後100人づつ座りこん

だ。プラカードにいわく「我々の最

低線願いをふみにじる当局は吸血

鬼」（８日）。

●最低の福祉でおわび

　香川県では，前川知事がさる７日

の県議会本会議で，「香川は日本一

の低福祉県で最低の水準にあり，福

祉見直し論はナンセンス」と発言し

たことから，野党の自民党議員団が

これに反発，「根拠のない見方であ

り，納得できない」と抗議した。知

事は早速午後，「軽率だった。発言

を削除したい」とわびたので，９日

の本会議で議長職権による削除が行

なわれることになり，一件は落着し
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たが，県内の福祉関係者は，最低は

実態なのにと複雑な表情。前川学者

知事は，さきにも，財政のことはよ

くわからないので部下にまかせてい

ると発言して新聞種になったことが

ある（10日）。

　茨城県の石岡市と常陸太田市で

は，県内各市が財政難のため，ほと

んど一般職員の採用をしなかったな

かで，大学卒の職員を公募した。両

市ともわずか４人づつの採用だが，

両市では，「これまで初任給が民間

会社より２～３万円低いため，来て

くれなかった土木や建築の技術者

が，ことしなら採れるかもしれな

い」と期待している（10日）。

●東低西高

　赤字財政になやむ堺市では，10月

１日から保育所の保育料を平均２倍

に引き上げる一方，支出の節約に大

童わで,冷暖房,光熱費の節約,時間

外手当のカット，アルバイト廃止，

助役の送迎廃止などにふみきった。

こうしたなかで，堺市職労では８

月，窓口の昼休み開設を自治体労働

者として，いますぐ実行できる市民

サービスときめ，10月１日からの実

施を市当局に提案した。市側ではこ

の提案を歓迎したものの，「狭い庁

舎のなかで，どこに休憩室をつくる

か，他市の事情はどうか，などを調

べており，急にはいかない」ときわ

めて慎重で，10月１日の実施は見送

った。一方東の埼玉県大宮市では，

昭和44年度窓口にベルトコンベヤー

システムを採用して以来，交替で昼

休みがとれなくなり，窓口業務を閉

鎖していたが，9月の定例市議会で

保守・革新系の各議員から窓口業務

を早急に開けとの意見が出されたた

め，当局は組合に話し合いを申し入

れることをきめた。市職労では「当

局側が要員確保のメドをつけたうえ

で，窓口業務を実施したいと申し入

れてくるのであれば，検討すること

になるだろう」との態度をとってい

る（12日，4日）。

　大阪府の門真市では，このほど全

職員1,420名の本俸10%を凍結し（月

額２千万円）,それを市の運用資金

として，活用する方針を打ちだし

た。同市は昨年２月の行政管理診断

カルテによれば，人件費が47年度市

税収入の約７割を占め，平均給料も

117,300円と平均より４万円高く，

職員数も昭和38年の269人が10年間

で４倍になり，役付もむやみとふえ

たところだが，そのツケが不況でい

っぺんにとびだしてきたもの。この

ままでは赤字再建団体へ転落のおそ

れもあり，250人の希望退職をつの

って人件費をへらそうとの動きもあ

る（19日）。

　25日，市は組合側の合意がないま

ま，定期昇給を当分見送ることと

し，この日該当者（555人）に定昇を

カットした給料を支給した（26日）。

　中田市長は，30日，本俸10％の凍

結を撤回し，代案として，冬のボー

ナスのうち１ヵ月分を帳簿上カッ

ト，貸付金のかたちで支給して一般

会計の赤字をくいとめるとの考えを

あきらかにした。再建団体転落の限

度額を上回らないための苦肉の作戦

だが，府地方課では「違法ではない

が，適切な措置とはいえない」とい

っている（31日）。

●ケチの一徹を通す

　埼玉県宮代町の斉藤甲馬市長は80

才のご老体だが，「役場には部課長

なんかいらん」と特別職３人のほか

全員ヒラ，全庁１課で通してきた。

人口２万２干の町民にたいし，職員

は88人と他町村にくらべ半分以下の

少数精鋭で，おかけで人件費も予算

の16％にすぎない。さらに「弁当は

親がつくるもの」というガソコ哲学

を押し通し，20年間小・中学校５校

の給食はなしですませてきた。これ

で浮かした金は校舎増築・道路舗装

にふりむけてやってきた。甲馬町長

の信念は「天は人の上に人をつくら

ず，人の下に人をつくらず」。管理

職をおかない言である（23日）。

●係長も手当カット

　大阪府の東大阪市では，27日ベー

スアップの延期を組合につたえる一

方，課長補佐・係長の管理職手当25

％カット，60才以上の勧奨退職，わ

たり制度見直しの３項の協議を申し

入れた。市長いわく，「市民も不況

に泣いているので，職員の生活に深

刻な影響があるだろうががまんして

ほしい」。なお東大阪市の地区労な

ど労働４団体では,「大きく揺れる

地方財政」というパンフレットを２

万５千部つくり，財政危機突破の方

策を市民とともにすすめることにし

た（28～29日）。

　東京都府中市の市職員組合執行部

19人が29日総辞職した。10月の半数
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●この機会に人材を
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改選にさいし，欠員が11名なのに，

立候補者がわずか４名しかなかった

ため，執行部全員がオリることにし

たもの。委員長は「いまのきびしい

情勢のなかで組合役員をやるのは，

役回りがわるいと思っている組合員

もいる」とのことだが，ホンネは火

中のクリを拾うのはごめんというに

あるようだ。かたや今年５月に発足

した兵庫県西宮市の管理職組合は，

人数は60人たらずだが，管理職全員

の３分の１に達している。「なにより

も管理職同士の連帯感がうれしい」

というのが参加者の意見（30日）。

●茨城県下のケチケチ作戦

●勝田市では夏から時間外手当をス

トップ。「払うべきだと思いますが，

お金がないんですからどうしようも

ない」とは財政担当者の言。おまけ

に「今年は職員のベアは実施しな

い」と市長が言明しているそうだ。

また，古河市や土浦市のように4月

から時間外手当のワクを半分にして

いるところもある。

●真壁郡協和町では，任期切れの助

役・収入役のポスト役を空席のまま

とし，2人分の給与で臨時職員16人

をふやした。この方が有効という考

えからふみきったもの（30日）。

11 月

●あおりで遅配か

　大阪府では，税収の落ちこみをカ

バーするため，1,200億円の地方債

を発行することとした。このため，

多額の銀行資金が府に吸いあげら

れ，府下市町村のなかにはあおりを

くらって，工事代金や職員給料など

調査季報48―75.12

の支払いのメドが立たなくなる恐れ

がでてきた。７日の定例府議会での

川上地方課長の答弁によれば，「問

題はこれから12月末にかけて1,000

億から1,100億にのぼるとみられる

市町村の短期資金だ。国や府が銀行

資金を吸い上げる影響を受けて，中

にはきわめて重大な事態におちいる

市も予想される」。府下のうち，財

政事情のきびしいのは東大阪，堺，

八尾，門真，泉佐野などの市だが，

東大阪市では８日の給料日の数日前

から，財源不足で給料がでないので

はといううわさがひろまっていた。

これは,大和・三和銀行などの協力

をえて遅配せずに乗りきったが，12

月のボーナスは分割支給になりそう

だとのこと（８日）。

　門真市では,さきに中田市長が250

人の希望退職者募集について，「不

良職員をやめさせてでも目標を達成

する」と再三言明し，退職勧奨もや

りかねない強硬な姿勢が注目されて

いたが，10日の臨時市議会での発言

では，「約250人という数字は根拠

のあるものではない。もし希望者が

予定数に達しなければ，他の方法を

考える」と強硬方針をあっさりと撤

回した。議員のなかには,「こんな

に簡単に方針をかえるようでは真剣

な論議はできない」と反発する声も

ある（11日）。

俸切下げや，昇給延期などをもりこ

んだきびしい内容のため，自治労県

本部では，「給与がこれだけ抑えら

れれば，組合の存在価値はないの

で，組織をあげてたたかう」と対決

のかまえ。ちなみに県内で最低の長

門市の改定案は，①市の給料表を廃

止して，国家国務員なみの給与体系

にする，②実施時に２号俸切下げ。

わたり制度を廃止。③初任給も来春

から国家公務員なみに引下げ。これ

により長門市のアップ率は実質3.7

％程度になる。その他の都市のアッ

プ率は6％台が徳山市など６市，7

％台が柳井市など４市，最高の宇部

市でも7.24％で県を下回っている

（11日）。

　その後，山口市では，17日4.01％

と県下で最低の改定案を提示した。

市職組はこれに反対，白紙撤回を申

し入れた（18日）。

　９月のところでもふれた大分県竹

田市の給料表は，1等級（課長）か

ら４等級に分れ，それぞれ号給が記

載されているが，実際は昭和37年か

ら全員に通し号俸制度（ワタリ）を

採用している。このため職員は６年

ごとに等級が一つづつあがるスピー

ド昇給により，ついに現在では全職

員307人のうち１等級が152人と半分

になった。このうち実際課長職にあ

るのは23人。給料表の数字は形式だ

けのことで，オールわたりのしくみ

のため，竹田市の全職員平均給料は

国より20％たかいというが，年長者

はもっと優遇されているわけで，年

功序列の好見本といえよう。後藤助

役も記者の質問に，いいにくそうな
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●門真市その後

●存在価値をかける

　山口県ではlO日，県内14市のうち

11市が組合側にたいし給与改定案を

示したが，人勧を下まわり，県並み

（7.52％）におさえられたほか，号

タテマエの給料表



表情で「……とくに人事費について

はいろいろ問題がありすぎました」

と答えている（14日）。

●初級試験も大学出

　石川県では，17日初級試験の合格

者を発表したが，採用者は昨年の74

人に比べれば４分の１の19人と激減

した。しかしこ高卒対象の試験なの

に，合格者の内訳は，高校卒１人，

短大卒３人，大学卒15人と大学卒が

ほとんどを占める大異変となった

（18日）。

●人勧解釈で論争

　茨城県では,さる15日，人勧10.15

％のベースアップは，勧告通り４月

１日にさかのぼり実施することを決

めたが,19日の県地公労との団交で，

新しい給料表の切りかえにあたっ

て，定期昇給を１年のばしたいと提

案したため，地公労側は，この提案

は勧告に反しているとして団交を打

ちきった。県側の定昇見送りの根拠

は，勧告のなかで，他県の給与水準

の動向と対応して，本県も適正な管

理をはかるべきだとあるのを受けた

としているが，地公労側は，すでに

資　料　館

　さる12月10日，企画調整局では

野毛山地区の総合整備構想を発表

した。これは青写真であり，着工

はずっと先のことになると思われ

るが，そのなかに資料館がふくま

れている。資料館の中味をどうす

るかも今後の課題であろうが，市

がつくるものである以上，公文書

が中心になるものと思われる。筆
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知事は勧告尊重を明らかにしている

ので，これは苦しまぎれのこじつけ

解釈だとして反発,撤回を求めて29

日に半日ストを行なう。定昇延期で

浮く財源は20億円と見込まれるの

で，20億をめぐる攻防戦となった

（20日）。

　52億円の財源不足が見込まれる鳥

取県では，19日組合側にいわせれば

　「全国最悪」という給与改定案を発

表した。内容は，①50年４月から教

員・贅官をふくむ全職員の号給を２

号給下位へ切替える。②「わたり」

の廃止。③初任給の昇給期間短縮を

52年度から全廃。④教職員昇給期問

短縮の廃止。⑤９月から実施の管理

職手当カット続行ときびしいもの。

これによるアップ率は4.63％で，お

まけにわたり廃止など，組合側が15

年問につみ上げた実績をいっきょに

パアにしたもので，組合では「既得

権の侵害であり，組合活動を真っ向

から否定する」ものとして，ただち

に座りこみなどの抗議活動を開始し

た（20日）。

●只今アヒル０疋

　ニワトリやアヒルの飼養研究セン

ターだった大阪市立家禽試験場が，

今年３月いっぱいで廃止された。こ

の行政整理で浮く職員数は７人，年

問運営費は320万円とささやかなも

のだが，廃止の理由は都市化の進行

による環境悪化で，10年前には170

万羽もいたニワトリがいまや10分の

１以下，アヒルにいたっては，かつ

て17万疋もいたのが，河川の汚染な

どにより，5年前から０疋となり，

試験場の意味がなくなったため（20

日）。

者はすでに20年以上も前に，県庁

関係の公文書を採訪したことがあ

るが，埼玉県では地下室，京都府

では土蔵のなかというように大分

ひどい保存状況であった。しかし

そうした悪条件のなかでも，担当

の職員（といっても文書課の２，

３名の職員にすぎないが）が，そ

れぞれ３万点近い，明治以後の公

文書をきちんと分類し，整理を行

なっていたのに感動した。その

　大分県職員のベア闘争はその後も

硬着状態をつづけている。立木知事

は「国家公務員より9.1％（4月１

日現在）もたかい現在の給与体系を

いま変えておかなければ，県財政が

破たんするのは明らか」として，9

月末め実質5％案が最終回答として

譲らない。県側では，組合側からど

んな怒号を浴びせられても「滝に打

たれる気持」で対処しているとのこ

と（27日）。

後，文献保存の重要性がみとめら

れ，それぞれ鉄筋の立派な書庫に

安住の地を見出せるようになった

のは大慶のいたりである。京都府

では京都府立総合資料館という離

宮のような豪華な建物がたてら

れ，48年には，明治元年から昭和

20年までの「行政文書簿冊目録」

が発行された。（60ページペつづ

く）
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●2号切下げの大なた

●滝に打たれる気持
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